
 

 

 

 

 

参観日ありがとうございました！ 
 
本年度最後の参観日があり、多くの保護者の方に来ていただ

きました。また、奉仕作業では普段できないところを中心にし

ていただき、大変助かりました。 

年度末を迎え、１年のまとめの時期です。学習でも生活でも

これまでを振り返り、「希望」をもって次のステージへ進める

よう、職員みんなで指導支援していきます。保護者の皆様もご

家庭での声掛け等をよろしくお願いします。 

今後も子どもさんのことで気になることがあるときには、い

つでも遠慮なくお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の主な行事予定 
 ３日（火） 全校集会 

６日（金） お別れ遠足 

      （寺迫小と合同） 

 ９日（月） 読み聞かせ感謝の会 

       美々津サミット 

１８日（水） 卒業式予行練習 

２３日（月） 春休み前全校集会 

２４日（火） 卒業式前日準備 

２５日（水） 卒業式 

２６日（木） 修了式・離任式 
※ インフルエンザ等で変更になる場

合があります。 

美々津小学校だより 

２月号 
令和８年 2月２4日 

文責：校長 小野原 

ある本からの引用です。今回は、親の𠮟り方のポイントに についてです。 

 

叱る時の「アレグミカ」 

「ア」・・・「I（私）message」 

「『私』はこんなふうに思うよ」「『私』はあなたのここが心配なんだよ」というふうに、 

「私」を主語にして話すこと。そうすることで批判的でなく、提案的な言い方になります。 

「レ」・・・「冷静に」 

脳の興奮を少し鎮めて、事実を前提に話すことです。見聞きもしていないことを憶測で言ったり、「いつもそ

う」と過去を責める言い方はしないようにしましょう。 

「グ」・・・「具体的に」 

「ちゃんとやりなさい」や「しっかりしなさい」などの抽象的な言葉では、何を改善すればいいのかがわか

りません。 

「ミ」・・・「短く」 

叱られている人は戸惑っているので、難しい話や長々とした話は頭に入っていきません。簡潔に短い言葉で

伝えるのが効果的です。 

「カ」・・・「変えられないことは言わない」 

人格や性格、容姿など変えられないものについて何か言っても、子どもは何もできません。言動なら変える

ことができるわけですから、その部分について悪い点を指摘し、改善のための行動計画を一緒に考えてあげて

ください。 

 
※ 何かヒントになることがあれば、幸いです。子どもさんの発達のことなど気になることがあるときには、学校

へ遠慮なくご連絡ください。 

 


